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1. IoT家電と浸水被害把握ソリューションの連携

2. Phase Free アワード

3.これまで・今後のスケジュール
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1. 広い範囲を一度に見られる
地球の広いエリアを一度に観測できるので、
広域の情報がすぐにわかる。

2. どこでも観測可能
離島や人が行けない場所でも、世界中どこ
でも観測できる。

3. 天気や昼夜に左右されない
夜間、雨や曇りの日でも観測できるので、
いつでもデータが取れる。
（レーダ衛星の場合）

だいち4号観測例

source: JAXA, Mitsubishi Electric Corp. web site
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約200 km

：ALOS-2の
観測範囲

ALOS-2 Observation range

約50 km

背景地図: 国土地理院

観測衛星の話
当社はJAXAの衛星ALOS-2, ALOS-3, ALOS-4を開発。

レーダーセンサを搭載した人工衛星「ALOS-2」は運用中で、後継機の「ALOS-4」
は観測幅が広がることにより、観測頻度が大幅に向上。

ALOS-2：
（H26年5月～運用中）

ALOS-4
（R6年7月打上げ～運用中）

©JAXA

分解能: 3m
観測幅: 50km
頻度: 3カ月に1回程度

分解能: 3m
観測幅: 200km
頻度: 2週間に1回程度

※日本全域を定期的に撮影する高分解能モードの場合

SARの観測頻度は？
ALOS-2： 3カ月に1回

↓
ALOS-4： 2週間に1回
ICEYE: 毎日 (40機, 観測
範囲は限定)
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レーダ衛星のデータを画像にすると白黒写真になってしまいますが、様々な解析
処理を行うことで、わかりやすい情報にすることができます。
下記は浸水高の解析事例で、自治体や大規模インフラ企業、指定公共団体向けに
被害強度の把握の効率化、迅速化への活用を目指しています。

レーダー衛星画像
(分解能3m)

5 m

想定浸水深

1km

0 m

2.5 m

Original data: JAXA, Analyzed by Mitsubishi Electric 背景: 国土地理院航空写真(2009年)

浸水
解析

浸水解析結果
解析により求めた浸水エリアの情報と地形情報を組み合わせて浸水深
を求め、カラー写真に重畳。

©JAXA
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地球を周回する人工衛星は見たい瞬間を狙った観測が難しいため、
IoT家電（霧ヶ峰の室外機）のステータスを浸水情報として活用して、浸水解析の
精度を高めています。

時刻

…

広域の
衛星データ0時 12時発災時

↑衛星による観測時間の隙間を補間

IoTデータを浸水深のポイント
データとして活用して精度向上

IoTデータで
衛星データを
補間

浸水解析結果

レーダ衛星の活用事例

*IoT: Internet of Things

* Kurihara, K.(2024, July). INTEGRATED METHOD FOR FLOOD AREA AND DEPTH ESTIMATION: COMBINING SAR SATELLITE IMAGE, 

GIS DATA, AND GROUND-LEVEL INFORMATION. In IGARSS 2024 IEEE International Geoscience and Remote Sensing Symposium. IEEE.

ピンポイントの
IoTデータ
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• 衛星データとIoT家電の連携により創出した新しい防災ソリューションのアイデアが評価

• 2024/9/24に当社ニュースリリース発表
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https://aw.phasefree.net/entry_work/pfaw2024i019/
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防災ビジネス展開
・衛星観測ソリューションではFY25に防災サービスとして
日本版災害チャータの実証、FY26に実用化を目指す。

・IoT家電連携についても、FY25に実災害に対しての実用性評価を実施したのち
FY26時点での活用取り込みを目指す。
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